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調査問題を活用した授業改善のポイント
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国 語



授業改善のポイント

目的や意図に応じ、効果的に書く力を身に付けさせる授業に
なっていますか？

改善のポイント

① 付けたい力を明確に

② 具体的な手立てを

③ 系統性を踏まえた授業づくり

①



問題 ３

総合的な学習の時間の「リーフレット」の作成において、編集会議
での話し合いの結果を受け、目的や意図に応じて文章全体の構
成の効果を考えて書き直したり、さらに改善するための意見の提
案や、条件に沿ってまとめを書いたりすることができるかどうかを
みる問題。

②



問題 ３

総合的な学習の時間の「リーフレット」の作成において、編集会議
での話し合いの結果を受け、目的や意図に応じて文章全体の構
成の効果を考えて書き直したり、さらに改善するための意見の提
案や、条件に沿ってまとめを書いたりすることができるかどうかを
みる問題。

③



問題 ３

【出題のねらい】

• 目的や意図に
応じ、文章全体
の構成の効果
を考えて書くこ
とができる。

【書く力①】
例示（定型）に従って書けるか？

総合的な学習の時間の「リーフレット」の作成において、編集会議
での話し合いの結果を受け、目的や意図に応じて文章全体の構
成の効果を考えて書き直したり、さらに改善するための意見の提
案や、条件に沿ってまとめを書いたりすることができるかどうかを
みる問題。

③



問題 ３

総合的な学習の時間の「リーフレット」の作成において、編集会議
での話し合いの結果を受け、目的や意図に応じて文章全体の構
成の効果を考えて書き直したり、さらに改善するための意見の提
案や、条件に沿ってまとめを書いたりすることができるかどうかを
みる問題。

④



問題 ３

総合的な学習の時間の「リーフレット」の作成において、編集会議
での話し合いの結果を受け、目的や意図に応じて文章全体の構
成の効果を考えて書き直したり、さらに改善するための意見の提
案や、条件に沿ってまとめを書いたりすることができるかどうかを
みる問題。

【出題のねらい】

• 目的に応じて文章と
意見を読み取り、条
件に沿ってまとめを
書くことができる。

【書く力②】
与えられた条件に即して、書けるか？

④



問題 ４

説明的な文章を読み取り、内容を整理して正しく理解
することや、文章を読んで生まれた疑問について、新
たな資料を選び、自分で調べ学習を進めることができ
るかどうかをみる。

⑤



問題 ４

説明的な文章を読み取り、内容を整理して正しく理解
することや、文章を読んで生まれた疑問について、新
たな資料を選び、自分で調べ学習を進めることができ
るかどうかをみる。

【書く力③】

事実と感想、意見などを区別し、自分
の考えを明確に書けるか？

⑤

【出題のねらい】

• 司会の役割を理解を理
解することができる。



ポイント① 付けたい力を明確に

「書くこと」の能力を育てるための指導事項

ア 「課題設定や取材」に関する指導事項
イ 「構成」に関する指導事項
ウ 「記述」に関する指導事項
エ 「推敲」に関する指導事項
オ 「交流」に関する指導事項

⑥



ア 「課題設定や取材」に関する指導事項

• 経験や想像したことなどから書くことを決め、
• 書こうとする題材に必要な事柄を集める

低学年

• 関心のあることなどから書くことを決め、
• 相手や目的に応じて、必要な事柄を調べる

中学年

• 考えたことなどから書くことを決め、
• 目的や意図に応じて、事柄を収集し、全体を見通して整理する

高学年

ポイント① 付けたい力を明確に

「書くこと」の能力を育てるための指導事項

⑦



イ 「構成」に関する指導事項

•自分の考えが明確になるように、
•事柄の順序に沿って簡単な構成を考える

低学年

•文章全体における段落の役割を理解し、自分の考えが明確になるよう
に、

•段落相互の関係などに注意して文章を構成する
中学年

•自分の考えを明確に表現するため、
•文章全体の構成の効果を考える

高学年

ポイント① 付けたい力を明確に

「書くこと」の能力を育てるための指導事項

⑧



ウ 「記述」に関する指導事項

• 語と語、文と文の続き方に注意しながら、
• つながりのある文や文章を書く低学年

• 書こうとすることの中心を明確にし、
• 目的や必要に応じて理由や事例を挙げて書く
• 文章の敬体と常体の違いに注意して書く

中学年

• 事実と感想、意見などとを区別するとともに、
• 目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりすること
• 引用したり、図表やグラフなどを用いたりして、自分の考えが伝わるように書く

高学年

ポイント① 付けたい力を明確に

「書くこと」の能力を育てるための指導事項

⑨



エ 「推敲」に関する指導事項

•文章を読み返す習慣を付けるとともに、
•間違いなどに気付き、正すこと

低学年

•文章の間違いを正したり、
•よりよい表現に書き直したりすること

中学年

•表現の効果などについて確かめたり、
•工夫したりすること

高学年

ポイント① 付けたい力を明確に

「書くこと」の能力を育てるための指導事項

⑩



オ 「交流」に関する指導事項

• 書いたものを読み合い、
• よいところを見つけて、感想を伝え合うこと

低学年

• 書いたものを発表し合い、
• 書き手の考えの明確さなどについて意見を述べ合うこと

中学年

• 書いたものを発表し合い、
• 表現の仕方に着目して助言し合うこと

高学年

ポイント① 付けたい力を明確に

「書くこと」の能力を育てるための指導事項

⑪



学習指導のスタンダード「授業５（ファイブ）」
②自分で考え、表現する時間を確保する
④授業の振り返りをする

ア 「課題設定や取材」に関する指導事項
イ 「構成」に関する指導事項
ウ 「記述」に関する指導事項
エ 「推敲」に関する指導事項
オ 「交流」に関する指導事項

日々の授業の中で…

ポイント① 付けたい力を明確に

「書くこと」の能力を育てるための指導事項

⑫



様々な学習活動において、国語科と
の関連を意識して実践していく。

言語活動の充実を目指すために

総合的な学習の時間での活動
他の教科での活動

国語科での言語活動

総合的な学習の時間の発表などを、国語科で身に付けた話す力を発揮する場面と考える。

総合的な学習の時間の体験活動などを、国語科での学習活動の教材として考える。

「国語科」の指導で身に付けた力を、日常的な学習で想起させ、繰
り返し使わせるようにする。

ポイント② 具体的な手立てを
⑬



言語活動の充実を目指すために

ポイント② 具体的な手立てを
⑭



想像したことを文章に書くこと
経験したことを報告する文章や観察したことを記録する文章を書くこと
身近な事物を簡単に説明する文章などを書くこと
紹介したいことをメモにまとめたり、文章に書いたりすること
伝えたいことを簡単な手紙に書くこと

身近なこと、想像したことなどを基に、詩をつくったり、物語を書いたりするこ
と

疑問に思ったことを調べて、報告する文章を書いたり、学級新聞などに表し
たりすること
収集した資料を効果的に使い、説明する文章などを書くこと
目的に合わせて依頼状、案内状、礼状などの手紙を書くこと

経験したこと、想像したことなどを基に、詩や短歌、俳句をつくったり、物語や
随筆などを書いたりすること

自分の課題について調べ、意見を記述した文章や活動を報告した文章など
を書いたり編集したりすること
事物のよさを多くの人に伝えるための文章を書くこと

低
学
年

中
学
年

高
学
年

言語活動の充実を目指すために

ポイント② 具体的な手立てを

「国語科」では

⑮



（1）体験から感じ取ったことを表現する
（例）・日常生活や体験的な学習活動の中で感じ取ったことを言葉や歌、絵、身体など

を用いて表現する

（2）事実を正確に理解し伝達する
（例）・身近な動植物の観察や地域の公共施設等の見学の結果を記述・報告する

（3）概念・法則・意図などを解釈し、説明したり活用したりする
（例）・需要、供給などの概念で価格の変動をとらえて生産活動や消費活動に生かす

・衣食住や健康・安全に関する知識を活用して自分の生活を管理する

（4）情報を分析・評価し、論述する
（例）・学習や生活上の課題について、事柄を比較する、分類する、関連付けるなど考

えるための技法を活用し、課題を整理する
・文章や資料を読んだ上で、自分の知識や経験に照らし合わせて、自分なりの考
えをまとめてA4・1枚（1000字程度）といった所与の条件の中で表現する

文部科学省 言語活動の充実に関する基本的な考え方

言語活動の充実を目指すために

ポイント② 具体的な手立てを

「他の教科や領域」では

⑯



・自然事象や社会的事象に関する様々な情報や意見をグラフや図表などから
読み取ったり、これらを用いて分かりやすく表現したりする
・自国や他国の歴史・文化・社会などについて調べ、分析したことを論述する

（5）課題について、構想を立て実践し、評価・改善する
（例）・理科の調査研究において、仮説を立てて、観察・実験を行い、その結果を整理

し、考察し、まとめ、表現したり改善したりする
・芸術表現やものづくり等において、構想を練り、創作活動を行い、その結果を評
価し、工夫・改善する

（6）互いの考えを伝え合い、自らの考えや集団の考えを発展させる
（例）・予想や仮説の検証方法を考察する場面で、予想や仮説と検証方法を討論しな

がら考えを深め合う
・将来の予測に関する問題などにおいて、問答やディベートの形式を用いて議論
を深め、より高次の解決策に至る経験をさせる

文部科学省 言語活動の充実に関する基本的な考え方

言語活動の充実を目指すために

ポイント② 具体的な手立てを
⑰

「他の教科や領域」では



学年の発達段階・学習の系統性を
踏まえた授業づくり

B 書くこと 「記述」の発展系統（学習指導要領から）

小
学
校

第１・２学年
語と語や文と文の続き方に注意しながら、つながりのある
文や文章を書く

第３・４学年
書こうとすることの中心を明確にし、目的や必要に応じて理
由や事例を挙げて書く
文章の敬体と常体との違いに注意しながら書く

第５・６学年

事実と感想、意見などとを区別するとともに、目的や意図に
応じて簡単に書いたり詳しく書く

引用したり、図表やグラフなどを用いたりして、自分の考え
が伝わるように書く

中
学
校

第１学年
伝えたい事実や事柄について、自分の考えや気持ちを根
拠を明確にして書く

第２学年
事実や事柄、意見や心情が相手に効果的に伝わるように、
説明や具体例を加えたり、描写を工夫したりして書く

第３学年
論理の展開を工夫し、資料を適切に引用するなどして、説
得力のある文章を書く

今
回
の
問
題
は
コ
コ
！

ポイント③ 系統性を踏まえた授業づくり
⑱



全国学力・学習状況調査でも

平成２７年度
小学校 国語Ａ

平成２７年度
中学校 国語A

平成２７年度
小学校 国語Ｂ

⑲



最後に… これからの「教育観」について⑳

子どもたちが成人して社会で活躍する頃には、生産年齢人口の減少、グローバル化の
進展や絶え間ない技術革新等により、社会や職業の在り方そのものも大きく変化する
可能性。

そうした厳しい挑戦の時代を乗り越え、伝統や文化に立脚し、高い志や意欲を持つ自
立した人間として、他者と協働しながら価値の創造に挑み、未来を切り開いていく力が
必要。

そのためには…

教育の在り方も一層進化させる必要。

特に、学ぶことと社会とのつながりを意識し、「何を教え
るか」という知識の質・量の改善に加え、「どのように学
ぶか」という、学びの質や深まりを重視することが必要。
また、学びの成果として「どのような力が身に付いたか」
という視点が重要。

「初等中等教育における教育課程の基準等の在り方について」諮問の概要


